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た 」 〔 犯 〕 と 記 し 、
脚か消極的な態度を示している（当時彼は七十才以上）。
七五一年。メロヴィンガ朝のチルデリックゴ一世廃位、その子テオデリックと共に修道院に入る。ピピン王位につきカロリンガ朝
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この書簡の末文に見える「企図せられし事業について不備なる点ありと汝が認めし時は我らに申出づるを得ると心得よ（C gι 5 8 R Z o Eω 5 2
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は使節ゐ？をロ！マに派し、先任者同様の援助を新教皇より受けんこと 願い、更にこの際にドイツにおける従来の悪習慣について指示 求めたようである。これに対し教皇は彼 バリウムハ大司教用肩被）を与えて大司教に紋し（但し大司教座としての都市は未だ指定されて居らぬ）、その権威に
円
てドイツ内に司教を設置する権限を附与した上、九







































うち教皇より全地方の司教司祭修道院長に宛て 書簡には「もし汝ら（神 〉役 の中、（何人にまれ）聖なるカトリザク信仰へと勧告する仕事においてこの聖者（ボニファシウス〉と共に預らん 欲するものあらば、汝ら決して（これ
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も伝わって居らぬが恐らく 議長席にはボニファシウス及び教皇の使節が居り〔な〕、又かなり多数の聖職者、諸侯が参会したと思われる。そうしてさきのドイツ宗教会議の決議を再確認してその実施を期し、修道院長はベ、不ディクトの戒律によって院内の生活を律する とを定めた。更に前会議で決定を見た教会 財産復帰に関しては之を急速に実施することは無理であ
っ
たようで、本会議では「火急の戦争や周囲の外族の迫害に備え、我ら（従来の教会財産所有者〉は教
会の金の一部を軍隊へ 補助金と て当分の間保有す。但し ため毎 各戸より一ソリドゥス公
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がドイツに移し搭かれて更に偉大なる発展をする。かくてフルダを初め各地に建 られた教会修道院は間もなく中世キリスト教文化に大いたる貢献を残すことルたるのであるが、ボニファシウス 事業を通じて最大内業給け彼の併輩がブリタニア本土で実施 たと同様、ドイツの諸教会 組織化し（司教管区の設置）、ベ、不ディクトの戒律を以て修道生活を統一し、これをロ
i
マ教皇の傘下に置いたことにあると云えるであろう。然しこの‘困難な事業は俗的権力を有する諸
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